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　　世はこぞって未来予測ブームです。これは5年後、10年後の自分たちの仕事が、産業が、
国がどうなっているのかを考えるとき、輪郭が見えない不透明感と焦燥感に包まれていること
が背景にあります。しかしながら未来は、目を凝らせばかなりな精度で予測できるものもあり
ます。未来を見据える上で重要なのは、国家、産業、商品といったさまざまな粒度での成熟度
によって価値観が変化することをとらえ、先手を打っていくことです。
　今や成長活力の源泉はアジアへ移り、ビッグデータやニューロといった最先端の科学技術が
サービス分野にも挑み始めています。時代は確実に転回しています。グローバル、サスティナ
ブル、イノベーション、ソーシャル、所有から利用へ、フリーミアム、ライフサイエンス、企
業の国家化、進む都市化と少子高齢化など、企業の将来像を考える際に盛り込むべき世の潮流
は広大かつ多岐にわたります。しかし、抑えるべきポイントはシンプルであり「価値の出しど
ころの変遷」と「日本ならではの価値の出し方」というトレードオフ構造の理解であり、言い
換えると「市場視点での魅力」と「自社視点での適性」の接点を探す、というビジネスの根本
でしょう。例えば、日本人の特性の一つである「おもてなし」気質。この本質を探り、「おも
てなし」気質を最大限に発揮できる事業領域を見出すことで、私たちは、グローバルでも戦え
る有効なアプローチ方法を手に入れることができるはずです。
　今回の講演では、未来を考える上での基本的な思考プロセスの確認を行い、メガトレンドを
抽出するための手法の確立をしたうえで、主要なメガトレンドをメタ解析の考え方を用いて解
説します。
 

講座回数

全5回

日時

第1回　11月25日(火)　13：00～18：20

第2回　12月1日(月)　13：30～18：10

第3回　12月8日(月)　13：30～18：10

第4回　12月10日(水)　13：30～18：10

第5回　12月15日(月)　13：00～17：00

会場

学士会館320号室　東京都千代田区神田錦町3
丁目28

対象

大企業の経営幹部、経営企画部門、事業戦略部
門の方。中堅・中小企業の経営者・役員の方。

定員

50名（最少開催人員：20名）

※参加申込人数が最少開催人員に達しない場合
は、開催を中止させていただくことがありま
す。また、やむを得ず講師等が変更になる場合
もございますので、あらかじめご了承くださ
い。

受講料

全5回受講 \300,000（税込み）

10年後、産業界はこうなる
日本企業は何で食っていくのか。
講師 ： 川口 盛之助 氏
盛之助代表取締役社長
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当講義には右のDVDが付いてきます。
『メガトレンド 2014-2023DVD
不連続な変化の先にある、確かな未来の風景。』
出演・解説：川口 盛之助

産業と社会の未来像と新たなビジネスモデルを要約するとともに、

未来を考える上での基本的な思考プロセスを、わかりやすく解説。

「成長する事業領域は？」「会社や働き方はどう変わる？」...未来

の風景がわれわれにどのような影響を及ぼすことになるのか、多く

の方が感じている疑問を解決するヒントが136分間で語られる。

第1部：S字型ライフサイクルで捉えた未来像

21世紀の風景概観
・黄昏の先進国と存在感を高める新興地域
・都市の台頭とサービス産業への急激なシフト
・成長優先で平和になる世界

S字カーブで捉える未来像
・日本の成長と主役製品のライフサイクル
・自然科学で考える技術自体のライフサイクル
・ヒト・モノ・空間の電装化・スマート化の時代

サービス化が進む製造業
・脱物売りのビジネス構造
・ログ収集のために配布される耐久消費財

素材の付加価値考
・素材の単価と出荷量の関係
・付加価値を生み出す技術領域のシフト
・自然科学と人文科学と社会科学が及ぼす素材単価への影響

第2部：自然科学・社会科学・人文科学の視点で俯瞰した「価値」の変化

二つのクラウド現象
・すべての資産の稼働率を高めるオープン構造
・ヒト・モノ・カネの仮想化
・最後は人リソースの仮想化

ビジネス構造の変化：オープンプラットフォームを制する
・ロングテールを支える3つの革命
・柔軟性と拡張性を考慮したモノづくり
・生産財をコモディティ化する未来の勝者
・ビジネスプロセスを解放する者が勝者になる

ビジネス構造の変化：ニアフィールドサービスの重要性
・ロジスティックス上を流れる商材の変遷
・ヤクルトレディの類似例に見る日本型サービス
・海外進出の主役となるニアフィールドサービス

変わりゆく日本のビジネス
・急激に変わりゆく日本ビジネスの形
・日独韓比較したビジネスの形
・外貨を稼ぐ見えない貿易：インバウンド

※プログラムは適宜内容を変更する場合があります。

※5回を通してお一人の受講をおすすめいたし
ますが、事情により日によって受講者が変更に
なる際は対応可能です。

1回単位の受講もお申し込みいただけます。

1回受講 ￥70,000（税込み）
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